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1.各部の説明

Fig1:メーターパネル

Fig2:前輪タイヤ周り
タイヤ空気充填バルブ

ドラムブレーキ

Fig3:後輪周り
タイヤ空気充填バルブ

後輪ブレーキ調整ネジ
・締める（右へ回す）→良く効く
・緩める（左に回す）→効かない

インホイルモーター

スピードメーター km/h表示

走行距離

ヘッドライト
(ハイビーム時のみ点灯)

バッテリー残量

左ウィンカー 右ウィンカー
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Fig5:左ハンドル周り Fig6:右ハンドル周り

Fig8：メインスイッチ(ヘルメットボックス)

メインブレーカースイッチ

Fig7:充電ソケット

充電ソケット

キルスイッチ
左：通常
右：モーター停止

スピードアップ

停止
アクセル

ON（前後灯）

OFF

尾灯＆スモールヘッドライト切り替えスイッチ
・ハイビーム 遠方 ・ロービーム 近く

後輪ブレーキレバー

ウィンカースイッチ
左：左折ウィンカー
右：右折ウィンカー

クラクション（警笛）

パッシングスイッチ

パワー切り替えスイッチ

前輪ブレーキレバー

Fig4:メインキー

ONOFF
ハンドルロック

シートオープン

・メインキーを挿し、押しながら左へ回すと
 ハンドルロックになります。

・押さずに左へ回すと、シートが開きます。

※一度メインキーを「ON」まで右に回し、
　押さずに「ハンドルロック」まで左に
　回すとスムーズに開きます。
　新車の場合、シートロックが硬くなって
　いる可能性があるので、シートの後方を
　押さえながらメインキーを回すと、
　よりスムーズに開きます。　

・パワー切り替えスイッチ
　低（通常走行時）：手前に出た状態
　高（上り坂等で使用）：押し込まれた状態

走行時はヘッドライトを
必ずONにしてください

低（通常） 高（上り坂等）
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

充電確認ランプ電源確認ランプ

ＡＣ電源コード
差込口

① メインブレーカースイッチを”ON”にしてください。
② Ｃの電源スイッチが”OFF”になっていることを確認してください。
③ Ａの充電コネクタを車輌側充電コネクタへしっかりと差し込みます。
④ 家庭用電源にＢのコンセントをしっかりと差し込みます。
⑤ Ｃの電源スイッチを”ON”にすると、Ｄの電源確認ランプの色が”赤”
に点灯します。
⑥ 充電中は、Ｄの充電確認ランプが”オレンジ”色に点灯し、充電が完
了すると、”緑”色に変化します。
⑦ 充電が完了したら、Ｃの電源スイッチを”OFF”にしてください。
⑧ Ａ、Ｂの各コネクタを外してください。

入力電圧変更スイッチ

※家庭用電源使用時は
　 「115」に設定して下さい。
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・バッテリーは本取り扱い説明書に書いた方法にしたがって、充分に充電を行

　なって下さい。走行の距離だけではなく、バッテリーの寿命にも大きな影響

　を与えます。

・メインスイッチ（Ｆｉｇ８）をONにした後、キーを回してONの位置にして

下さい。メーターの表示板にバッテリーの充電状況（状態）を示す表示が有

　

・使用後は直ちにバッテリーの充電をしてください。

・ハンドルを握って右手のアクセル（Ｆｉｇ６）を回すと走行します。タイヤ

　がスムーズに回る事を確認して下さい。モーター異音がしないことを確認し

　て下さい。アクセルを戻すと、自動的にモーターへの出力が切れます。

・前輪、後輪のハンドブレーキを掛けるとモータの電気回路が切れます。走行

　中に同時にあるいはどちらかのブレーキをかけるとモーターの電源が切れま

　す。この時アクセルを回して、モーターが起動しなければブレーキによる電

　気回路の遮断機能は正常です。

・走行時には、アクセルを適切だと思うスピードまで回して下さい。ブレーキ

　をかける時には、アクセルも同時に戻して下さい。ゆっくり発進するとバッ

　テリーの消費が少なくてすみます。

・バッテリーの消耗を防ぐためだけでなく、防犯のためにも走行後は

・パワー切り替えスイッチ（Ｆｉｇ６）は、通常走行時は“低”（手前に出た
　状態）にして下さい。上り坂等でパワーが必要なときは、“高”（押し込ま
　れた状態）にすると、電流が最大まで流れ、パワーが上がります。

メインス

　イッチを切りキーハンドルロックの位置までキーを回して抜いて下さい。

・ブラシレスモーター組込ホイル（Ｆｉｇ３）：高性能の希土類永久磁性材料

　を使っている外部の回転子からホイルを通してタイヤに駆動を伝えます。モ

　ーターとホイルは一体になっていて、モーター組込ホイルはシフトチェンジ

　ギヤを使わない構造になっているので、高効率、長寿命、低騒音などの特徴

　があります。

・コントロール装置とメーターは最新の電子回路技術を使っていて、各電装部

　品のコントロールセンターとなっています。このコントローラーはモーター

４.主な電気部品の機能

ります。４２Ｖ以下になるとアクセルを回してもモーターが回りません。

これは故障では有りませんので、直ちに充電してください。

・バッテリー残量メーターはあくまでも目安です。ご使用後は距離に拘らず
　毎回満充電状態にしておきましょう。
・バッテリーの減りが早くなってきましたら、バッテリー交換の時期です。
　購入店或いはメーカーにお問い合わせください。
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・

・

・使用する前にコンセントの電圧に合わせて充電器の電圧を１１５V／２３０V
　

・

・充電する際には、充電器の電源スイッチをOFFにし、充電コネクタを車両側充

電ソケットと家庭用電源にしっかりと差し込み、充電器の電源をONにします。

充電確認ランプの色がオレンジから緑になると充電完了です。

・充電が終わったら、電源側のコンセントを抜いてから、バッテリー側のコン

　セントを抜いて下さい。充電する際、充電器のLEDは電源が入ってから数秒後

　につきます。充電終了後は、電源が切れてから数秒後に消えます。

・バッテリーは使用後、すぐに充電してください。充分に充電されていない状

　態で使用するとバッテリーの寿命に大きく影響を与えます。またバッテリー

　は逆さや横向きにしないで下さい。充電器は電気製品なので、乾燥している

　所、風通しのよい所に保管して下さい。また、充電する時には熱の発散がで

　きなくなるので、充電器の上に物を置いたりヘルメットボックスに入れたり

しないで下さい。

・充電しないときには長時間充電器をコンセントに挿した状態で置かないで下

　さい。充電器の寿命と火災の原因になります。

５.充電方法

のどちらかに切り替えて下さい。

　ＦＦ、スムーズな調速機能などがあります。電子式のアクセルを使っている

　ので、スムーズなスピード調整を行うことができます。

・バッテリーは本電動スクーター専用のバッテリーを使っています。またこの

バッテリーは多くの日本向けバッテリーを設計した技術により作られている

　ので、体積が小さく軽量で、衝撃に強いなどの特徴があります。さらに３０

　０回以上繰り返し充電（使用状況により増減します）に耐えられます。

走行する際は（キーを回し、ONの位置の状態）、充分に充電されているかど

うか電圧メーターを確認して下さい。充分に充電されていなかったら、充分

に充電してから走行を始めてください。

充電器は車両専用の、あるいは指定（４８Vバッテリー３Ａの過充電防止機

能付）充電器を使って下さい。バッテリーと充電器が合わないとバッテリー

の劣化や火災、故障を起こす場合があります。 

スクーターの、充電ソケット（Ｆｉｇ７）に充電器の充電コネクタを差し込

み、次に家庭用コンセントに電源プラグを差し込み充電して下さい。バッテ

リーをスクーターから取り外して充電することも可能です。

　の発電、バッテリーの電圧降下保護、過電流保護、ブレーキ操作時の電源Ｏ
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Sneak77

① A（ブレーカー）をOFFにします。
② Bを黄色の矢印の方向に押し蓋を開けます。

A

B

③ Cの部分を黄色の矢印の方向に持ち上げ、
ケーブルロックを外します。

C

④ D（上段バッテリーのケーブル）をはずします。

D

⑤ 上段のバッテリーを取り外します。
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⑧ 二股ケーブルで２つバッテリーを繋ぎ、Fの部 分と
充電器を繋ぎ、充電します。

※バッテリー収納時には下のバッテリーの持ち手を
立てて収納してください。

F
100V

⑥ Eの部分(二股ケーブルと本体のケーブル)を抜きま
す。

E

⑦ 二股ケーブルと下段のバッテリーを一緒に取り出し
ます。
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